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本会議場で個人一般質問の傍聴や市議会のしくみなどについて学習する市内の小学生たち
（最終ページに関連記事を掲載）

はまだ
市議会だより

  

３月　定例会

原発の即刻廃止にＮＯ！　　　（２ページ）

美又地域再開発事業　　　　　（４ページ）

議会報告会を開催します　　　（16ページ）

注
目
の
記
事

浜田市民の心と特産品を届ける
　市民の皆様へお願いをして集まった
義援金は、市の支援や浜田市中央水産
加工協同組合のご協力により、浜田の
特産品である「アジみりん干し」や「サ
サかれい」など合計4,873 パックを購
入し、2 月３日から６日の間で、宮城
県気仙沼市と福島県相馬市の仮設住宅
にお住いの全戸へ届けさせていただき
ました。
　お届けの際、その笑顔にも象徴され
るように、現地の皆さんは大変喜んで
おられ、浜田市民の心もあわせて、お
届けすることができたと思います。
　改めまして、市民の皆様のご協力に
対し感謝申し上げます。
　ありがとうございました。
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今
議
会
の
概
要
と
し
て
、

本
会
議
の
議
案
質
疑
で
は
、

６
名
の
議
員
か
ら
、
３
件
の

議
案
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り

ま
し
た
。

　

特
に
質
疑
が
集
中
し
た
案

件
は
、
平
成
24
年
度
浜
田
市

一
般
会
計
予
算
の
な
か
の
美

又
地
域
再
開
発
事
業
で
し

た
。
本
事
業
の
議
案
提
出
の

経
緯
や
効
果
、
ま
た
基
本
的

な
考
え
方
な
ど
に
つ
い
て
、

４
人
の
議
員
か
ら
質
疑
が

あ
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
浜
田
市
暴
力
団
排

除
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

は
、
市
民
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

な
っ
た
場
合
、
そ
の
対
応
の

記
述
を
求
め
る
質
疑
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
一
般
会

計
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、

大
震
災
関
連
の
減
額
内
容
の

詳
細
な
説
明
と
、
県
知
事
の

が
れ
き
処
理
の
報
道
に
対
す

る
市
の
考
え
方
に
つ
い
て
質

疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
予
算
議
案
を
審
査

す
る
予
算
審
査
委
員
会
を
３

日
間
に
わ
た
り
開
催
し
、
延

べ
37
人
が
質
疑
を
し
ま
し

た
。

　

総
務
文
教
委
員
会
は
16
件

の
案
件
、
請
願
１
件
に
つ
い

て
、
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
浜
田
市
暴
力
団
排
除
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
」
は
、

い
わ
ゆ
る
理
念
条
例
で
あ

り
、
実
際
の
運
用
と
し
て
こ

の
条
例
を
い
か
に
市
民
に
浸

透
さ
せ
る
の
か
、
と
の
質
疑

が
あ
り
、
執
行
部
か
ら
は
、

広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
、
広

報
は
ま
だ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
チ
ラ
シ
の
配
布
や
行
政

連
絡
員
会
議
等
で
の
周
知
な

ど
を
行
う
。
暴
力
団
に
関
し

て
困
っ
た
こ
と
が
起
こ
り
、

警
察
等
に
は
相
談
し
に
く
い

場
合
も
、
市
に
相
談
し
て
も

ら
い
、
よ
り
市
民
が
相
談
し

や
す
い
体
制
を
整
え
て
い
く

と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て
（
サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ

浜
田
）」
は
、
ス
ポ
ー
ツ
広

場
が
天
然
芝
か
ら
人
工
芝
に

変
わ
る
こ
と
に
よ
る
指
定
管

理
料
の
変
化
に
つ
い
て
や
市

と
指
定
管
理
者
間
の
収
益
の

配
分
に
つ
い
て
、
ア
イ
ス
ス

ケ
ー
ト
場
の
管
理
運
営
に
つ

い
て
、
全
国
に
は
優
れ
た
管

理
能
力
を
有
す
る
と
こ
ろ
も

あ
り
、
公
募
が
望
ま
し
い
の

で
は
な
い
か
等
、
様
々
な
視

点
か
ら
質
疑
が
あ
り
、
執
行

部
か
ら
詳
細
な
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
16
件
の
案

件
は
、
全
会
一
致
で
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

本会議採決時の様子

人工芝のサン・ビレッジ浜田

３月定例会の　あ ら ま し

　

平
成
24
年
３
月
浜
田
市
議
会
定
例
会
が
２
月
23
日
に
招
集
さ
れ
、
３
月
15
日
ま
で
の
22
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
が
58
件
、
議
会
か
ら
提
出
し
た
議
案
が
議
員
提
出
の
意

見
書
議
案
も
含
め
て
２
件
、
そ
し
て
、
請
願
が
１
件
で
し
た
。
な
お
、
審
査
の
様
子
は
２
ペ
ー
ジ
か
ら
４
ペ
ー
ジ
に
、
採
決

の
結
果
等
は
６
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
会
派
代
表
質
問
に
は
各
会
派
の
代
表
者
５
名
が
、
個
人
一
般
質
問
に
は
14
人
が
質
問
を
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
年
度
よ
り
各
地
域
で
開
催
さ
れ
る
議
会
報
告
会
に
つ
い
て
は
、
開
催
日
時
や
開
催
会
場
な
ど
16
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
あ
り
ま
す
。

島根原発の即刻廃止に

委員会は NO!
－ 総務文教委員会 －

　
「
島
根
原
発
を
な
く
し
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の

転
換
を
求
め
る
意
見
書
の
提

出
に
つ
い
て
」
の
請
願
は
、

原
発
の
安
全
性
に
つ
い
て
、

国
の
動
向
や
電
力
会
社
の
方

向
性
も
し
っ
か
り
確
認
し
た

上
で
判
断
す
べ
き
で
あ
り
、

継
続
審
査
と
す
べ
き
だ
と
の

意
見
が
あ
り
ま
し
た
が
、
賛

成
少
数
で
継
続
審
査
は
否
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

反
対
意
見
と
し
て
島
根
原

発
を
即
刻
、
停
止
・
廃
炉
と

す
る
こ
と
は
、
現
在
、
福
島

第
一
原
発
の
事
故
検
証
が
未

だ
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
な

か
、
正
確
な
検
証
結
果
を
踏

ま
え
た
上
で
判
断
す
べ
き

で
、
時
期
尚
早
の
た
め
反
対

で
あ
る
と
い
う
意
見
。
ま

た
、
賛
成
意
見
と
し
て
は
、

現
在
、
原
発
が
54
基
中
２
基

し
か
稼
動
し
て
い
な
い
状
況

下
に
お
い
て
も
需
要
が
ま
か

な
え
て
い
る
と
い
う
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
少
数

に
よ
り
不
採
択
と
す
べ
き
こ

と
に
決
し
ま
し
た
。
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（
原
虫
）
対
策
と
し
て
、
紫

外
線
処
理
施
設
を
建
設
す
る

に
あ
た
り
、
三
保
簡
易
水
道

に
統
合
す
る
た
め
条
例
改
正

を
行
う
も
の
で
、
簡
易
水
道

と
給
水
人
口
と
の
関
係
や
統

合
の
理
由
に
つ
い
て
質
疑
が

あ
り
、
給
水
人
口
５
千
人
を

基
準
に
簡
易
水
道
と
上
水
道

の
区
分
が
さ
れ
る
こ
と
。
処

理
能
力
の
あ
る
施
設
を
国
か

ら
の
支
援
を
受
け
建
設
で

き
、
効
率
的
な
事
業
運
営
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
ラ
・
ペ
ア
ー
レ
浜
田
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

は
、
管
理
の
期
間
を
５
年
に

変
更
す
る
こ
と
に
伴
い
、
条

例
改
正
を
行
う
も
の
で
、
施

設
の
利
用
者
数
、
事
業
内
容

等
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
ま

し
た
。

　

福
祉
環
境
委
員
会
に
は
、

議
案
６
件
が
付
託
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
う
ち
、「
浜
田
市
健

康
づ
く
り
と
地
域
医
療
を
守

り
育
て
る
条
例
の
制
定
」
に

つ
い
て
は
、
健
康
づ
く
り
と

地
域
医
療
を
守
り
育
て
る
た

め
の
基
本
理
念
、市
、市
民
事

業
者
及
び
医
療
機
関
の
役
割

を
制
定
す
る
も
の
で
、
そ
の

周
知
方
法
等
に
つ
い
て
質
疑

が
あ
り
、
健
康
教
室
、
各
種

検
診
会
場
等
の
機
会
を
利
用

し
、
住
民
啓
発
を
行
っ
て
い

く
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
浜
田
市
簡
易
水
道
給
水

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
」
に
つ
い
て
は
、
三
保
簡

易
水
道
及
び
三
隅
簡
易
水
道

の
ク
リ
プ
ト
ス
ポ
リ
ジ
ウ
ム

　

産
業
建
設
委
員
会
で
は
、

付
託
さ
れ
た
議
案
８
件
と
陳

情
１
件
に
つ
い
て
、
審
査
を

行
い
ま
し
た
。　

　
「
浜
田
市
の
農
林
業
関
係

事
業
分
担
金
徴
収
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
」
に
つ

い
て
は
、
浜
田
市
と
し
て
の

補
助
率
は
幾
ら
か
と
い
っ
た

質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ

に
対
し
担
当
課
長
か
ら
、
県

が
実
施
し
て
い
る
他
事
業
と

同
様
に
補
助
率
は
７
割
と

な
っ
て
い
る
。今
回
、受
益
者

に
３
割
以
内
を
お
願
い
す
る

と
の
見
解
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
浜
田
市
立
中
央
図
書
館

建
設
に
伴
う
建
築
主
体
工
事

の
工
事
請
負
契
約
の
締
結
」

に
つ
い
て
は
、
消
費
税
込
み

の
契
約
金
額
か
、
工
期
は
ど

ラ
ブ
の
位
置
を
同
校
舎
内
に

変
更
す
る
た
め
所
要
の
条
例

改
正
を
行
う
も
の
で
、
入
所

対
象
児
童
の
考
え
方
に
つ
い

て
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
財
産
の
無
償
譲
渡
（
旧

安
城
保
育
所
）」
に
つ
い
て

は
、
譲
渡
の
相
手
方
を
社
会

福
祉
法
人
み
か
わ
と
す
る
も

の
で
す
。
ま
た
、「
財
産
の

無
償
譲
渡
（
旧
今
福
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）」
に

つ
い
て
は
、
譲
渡
の
相
手
方

を
特
定
非
営
利
活
動
法
人

Ｂ
ｅ
ｉ
ｎ
ｇ
と
す
る
も
の

で
、
採
決
の
結
果
、
そ
れ
ぞ

れ
全
会
一
致
で
、
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

ラ・ペアーレ浜田

長浜小学校の放課後児童クラブ旧今福デイサービスセンター

陳情の現地視察（櫟田原町）陳情の現地視察（櫟田原町）

浜田市立中央図書館の完成イメージ

健康づくりと地域医療を
守り育てる条例を制定

－ 福祉環境委員会 －

中央図書館建設の工期
来年５月末までを予定

－ 産業建設委員会 －

　
「
浜
田
市
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
」
は
、
長
浜
小
学
校

校
舎
の
竣
工
に
伴
い
、
同
ク

う
か
な
ど
の
質
疑
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
消
費

税
込
み
の
契
約
金
額
で
あ

り
、
工
期
に
つ
い
て
は
、
議

決
を
受
け
た
翌
日
か
ら
平
成

25
年
５
月
31
日
ま
で
と
し
て

い
る
と
の
見
解
が
示
さ
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
他
、
６
件
の
議
案
に

つ
い
て
は
特
に
問
題
と
な
る

質
疑
も
な
く
、
付
託
を
受
け

た
全
て
の
議
案
８
件
に
つ
い

て
、
審
査
を
行
い
、
採
決
の

結
果
、全
会
一
致
で
、可
決
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
陳
情
第
21
号
市
道

櫟
田
原
中
央
線
拡
幅
工
事
に

つ
い
て
は
、
当
日
の
午
前
中

に
現
地
を
視
察
し
、
午
後
か

ら
開
催
さ
れ
た
委
員
会
で
、

改
良
工
事
の
可
能
性
等
、
市

の
見
解
に
つ
い
て
質
疑
を
行

い
ま
し
た
。

　

建
設
部
か
ら
は
、
当
該
地

域
は
地
す
べ
り
地
帯
で
あ
り
、

拡
幅
工
事
に
伴
う
悪
影
響
が

出
な
い
か
等
に
つ
い
て
、
平

成
24
年
度
に
調
査
を
し
、
予

算
調
整
も
行
い
な
が
ら
、
で

き
る
と
こ
ろ
か
ら
実
施
し
た

い
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、各
委
員
か
ら
は
、

他
事
業
の
残
土
を
利
用
す
る

安
価
な
工
法
で
も
あ
り
、
早

期
整
備
を
必
要
と
す
る
と
の

意
見
等
が
多
く
出
さ
れ
、
採

決
の
結
果
、
全
会
一
致
で
採

択
と
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し

た
。
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３
月
８
日
か
ら
13
日
ま
で
の
う
ち
３
日
間
で
、
予
算
審

査
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
23
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
な
ど
や
新
年
度
一
般
会
計
予
算
な
ど
、
全
部
で
予
算
議

案
23
件
に
対
し
、
延
べ
37
人
が
質
疑
に
立
ち
ま
し
た
。
審

査
の
結
果
、
23
件
す
べ
て
を
全
会
一
致
で
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
し
ま
し
た
。

予
算
議
案
23
件
を

　
　

３
日
間
に
わ
た
り
審
査

　

予
算
審
査
委
員
会
に
審
査

を
付
託
さ
れ
た
、
予
算
議
案

23
件
の
う
ち
、
平
成
24
年
度

浜
田
市
一
般
会
計
予
算
の
な

か
か
ら
、
特
に
質
疑
が
集
中

し
た
事
業
と
、
そ
の
や
り
と

り
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

で
は
、
老
朽
化
し
た
ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
更
新
及
び
学
校
統

合
に
伴
う
新
た
な
ス
ク
ー
ル

バ
ス
を
購
入
す
る
ス
ク
ー
ル

バ
ス
更
新
事
業
で
は
、
更
新

す
る
バ
ス
の
性
能
や
ラ
ッ
ピ

ン
グ
の
統
一
な
ど
に
つ
い
て

質
疑
が
あ
り
、
４
Ｗ
Ｄ
を
装

備
し
た
バ
ス
は
購
入
が
難
し

い
、
ラ
ッ
ピ
ン
グ
の
統
一
に

つ
い
て
は
検
討
し
た
い
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

で
は
、
火
葬
場
の
統
廃
合
を

進
め
る
た
め
、
人
口
の
動
態

や
火
葬
場
数
な
ど
、
適
正
な

数
値
を
積
算
し
た
火
葬
場
整

備
計
画
を
策
定
す
る
火
葬
場

整
備
計
画
策
定
事
業
で
は
、

事
業
内
容
や
検
討
組
織
、
必

要
な
炉
数
な
ど
の
質
疑
が
あ

り
、
浜
田
の
火
葬
場
が
一
番

古
く
、
い
ろ
ん
な
意
見
を
取

り
入
れ
検

討
す
る
。

１
万
５
千

人
が
１
炉

の
目
安
で

あ
る
な
ど

の
答
弁
が

あ
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
再
就
職
や
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
目
指
す
看
護
師
へ

の
支
援
や
中
高
生
の
職
場
体

験
等
を
行
う
看
護
師
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
・
ラ
ボ
事
業
で
は
、

事
業
効
果
と
受
講
後
の
看
護

師
の
動
向
な
ど
に
つ
い
て
の

質
疑
が
あ
り
、
受
講
者
の
３

分
の
１
は
復
職
し
、
定
住
に

結
び
つ
く
効
果
な
ど
が
あ
る

と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

で
は
、
集
落
内
に
お
い
て
、

集
落
自
ら
守
る
べ
き
農
地
の

保
全
計
画
を
策
定
し
、
未
舗

装
の
農
道
を
地
元
へ
の
原
材

料
支
給
に
よ
り
整
備
す
る
地

域
参
加
型
農
道
整
備
事
業
に

つ
い
て
、
条
件
や
計
画
の

チ
ェ
ッ
ク
体
制
な
ど
に
つ
い

て
質
疑
が
あ
り
、
自
ら
計
画

を
立
て
て
、
農
地
保
全
プ
ラ

ン
を
作
っ
て
も
ら
う
。ま
た
、

代
表
者
と
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
に

よ
り
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
く
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
美
又
地
域
の
活
性

化
を
図
る
た
め
、
美
又
温
泉

街
と
そ
の
周
辺
地
域
の
開
発

を
行
う
美
又
地
域
再
開
発
事

業
で
は
、
終
盤
に
質
疑
が
集

中
し
、
予
算
説
明
と
先
の
委

員
会
で
の
資
料
説
明
の
整
合

性
が
な
い
、
こ
の
よ
う
な
予

算
資
料
の
提
示
は
な
し
崩
し

的
に
な
る
の
で
、
大
き
な
問

題
、
指
定
管
理
者
と
の
協
議

が
未
だ
に
な
さ
れ
て
い
な
い

の
は
ど
う
か
、
な
ど
の
厳
し

い
指
摘
が
あ
り
、
執
行
部
か

ら
は
、
お
詫
び
と
と
も
に
、

予
算
説
明
資
料
の
訂
正
が
あ

り
ま
し
た
。

総
務
文
教
委
員
会
関
係

福
祉
環
境
委
員
会
関
係

産
業
建
設
委
員
会
関
係

予算審査委員会

三隅自治区のスクールバス

最も質疑が集中した美又地域再開発事業
（金城町にある美又温泉の外観）

老朽化が著しい浜田市火葬場

平成24年度一般会計予算の概要
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官
民
あ
げ
て
の
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
化
へ
の
促
進
な
ど
、
原
発

に
頼
ら
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
へ
の
転
換
は
重
要
で
あ

り
、国
民
の
総
意
で
も
あ
る
。

　

し
か
し
、
今
す
ぐ
の
廃
止

は
、
必
要
な
電
力
需
要
に
対

応
で
き
な
い
混
乱
の
恐
れ
や

火
力
の
フ
ル
稼
働
に
よ
る
原

料
や
CO2
排
出
の
問
題
な
ど
も

あ
る
。
国
は
、
こ
の
夏
を
め

ど
に
、
福
島
原
発
事
故
の
検

証
結
果
に
合
わ
せ
、
新
た
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
へ
の
方
針

を
示
す
予
定
で
、
こ
の
結
果

に
よ
り
対
応
を
検
討
す
べ
き

と
思
い
、
委
員
長
報
告
に
賛

成
と
す
る
。

需
要
は
島

根
原
発
な

し
で
も
十

分
賄
え
る

し
、
自
然

の
豊
か
な

可
能
性
を
現
実
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
し
て
実
用
化
す
る
取

組
を
国
全
体
で
進
め
れ
ば
、

原
発
の
な
い
世
界
の
実
現
は

可
能
で
あ
る
。

　

福
島
原
発
事
故
は
、
①
い

ま
だ
人
類
は
、
放
射
性
物
質

を
原
子
炉
内
部
に
安
全
に
閉

じ
込
め
て
お
く
手
段
を
手
に

入
れ
て
い
な
い
。
②
ひ
と
た

び
外
部
に
放
出
さ
れ
た
放
射

性
物
質
の
被
害
を
空
間
的
、

時
間
的
、
社
会
的
に
限
定
す

る
こ
と
は
不
可
能
な
ど
の
教

訓
を
与
え
た
。

　

ま
た
、
中
国
地
方
の
電
力

委
員
長
報
告
に
対
す
る

委
員
長
報
告
に
対
す
る

―提供希望者の増加により移植へ期待！―
○骨髄バンクドナー支援事業
○概　要　骨髄バンク事業のドナー候補者が円滑
　　　　　骨髄等の提供できる環境へ
○支　援　入通院１日あたり２ 万円(上限７日)
　　　　　浜田市民で骨髄等の提供をされた方
○予算額　42万円

決定！　骨髄等提供者を支援！

―災害時の避難所として周辺整備化へ―
○弥栄中学校体育館改築事業
○概要　総事業費４億1,704万７千円
　　　　鉄骨造960㎡
　　　　平成26年７月完成
○平成24年度事業計画
　用地取得、敷地造成、建物実施設計
○予算額　6,691万７千円

耐震診断から体育館改築へ！

―コスト削減、生産性向上、持続可能を目指す―
○豊かな海を育む浜田の森づくり事業
○概　要　林業機械作業ｼｽﾃﾑ整備補助金

①林業機械導入ITシステム―　ハーベスタ､
フォワーダ　②路網の整備　③人材育成　④戦
略的木材販売　⑤木質バイオマスのビジネス化

○予算額　519万9 千円

防げ！森林の荒廃に林業ビジネスモデル
―浜田市内にロシアビジネスサポートデスクの開設

貿易支援体制の強化と貿易拡大―
○浜田港ロシア貿易拡大プロジェクト負担金
○概　要　①中古車輸出支援
　　　　　②RORO船航コンテナ補助
　　　　　③シー＆レール複合一貫輸送支援
　　　　　④ビジネス支援　⑤建材販路拡大支援
　　　　　⑥食品販路拡大支援　他
○予算額　1,453万円

目指せ！　対ロシア貿易拡大

　今日の日本は、「国民のこころの健康の危機」と言え
る状況にあります。それは、平成23年７月６日に厚生労
働省が、４大疾患(がん、脳卒中、心臓病、糖尿病)に新
たに精神疾患を加えて５大疾病とする方針を決めたこと
にも表れています。
　この背景には、平成２０年の患者調査で、糖尿病患者
２３７万人、がん患者１５２万人などに対し、精神患者の患者
数は３２３万人と最も多く、国民に広く係わる疾患となっ
ていること、また、毎年３万人を超える自殺者の約９割
は何らかの精神疾患に罹患していた可能性があるとされ
ているためです。
　平成２０年度から２１年度にかけて厚生労働省は、「今後
の精神保健医療福祉のあり方等に関する検討会」を設け、
現状を網羅的に明らかにし、今後の望まれる施策を報告
しました。この報告をもとに、平成２２年４月に当事者・
家族・医療福祉の専門家及び学識経験者による「こころ
の健康政策構想会議」が設立されました。
　この会議では、当事者・家族のニーズに応えることを
軸に捉えて会議を重ね、現在の危機を早く根本的に改革
する提言をまとめ、平成２２年５月末に、「こころの健康政
策についての提言書」が厚生労働大臣に提出されました。
　この提言書の中で、精神医療改革、精神保健改革、家
族支援を軸として、国民すべてを対象とした、こころの
健康についての総合的、長期的な政策を保障する、「こ
ころの健康を守り推進する基本法(仮称)」の制定を強く
求めています。
　よって、政府及び国会におかれては、国民のこころの
健康の増進を図るため、「こころの健康を守り推進する
基本法(仮称)」を早急に制定するよう強く要望します。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出し
ます。
　平成24年３月２日　　　　　　　　　　浜田市議会

こころの健康を守り推進する基本法（仮称）
の制定を求める意見書

反
対
討
論

賛
成
討
論

★
西
村　
　

健　

議
員

★
佐
々
木
豊
治　

議
員 本会議で請願を採決時（挙手採決）

平成24年3月定例会で 可決された主な事業

意見書を関係機関へ提出

請
願
の
委
員
長
報
告
に
対
し

２
名
の
議
員
が
討
論
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【条　　　例】 採決結果 採決状況
浜田市行政組織条例等の一部改正 原案可決 全会一致
浜田市移動通信用鉄塔施設条例の一部改正 原案可決 全会一致
浜田市暴力団排除条例の制定 原案可決 全会一致
住民基本台帳法の一部を改正する法律
等の施行に伴う関係条例の整理に関す
る条例の制定

原案可決 全会一致

浜田市生活路線バス条例の一部改正 原案可決 全会一致
浜田市特別会計条例の一部改正 原案可決 全会一致
浜田市税条例の一部改正 原案可決 全会一致
浜田市手数料条例の一部改正（建設部関係） 原案可決 全会一致
浜田市手数料条例の一部改正（消防本部関係） 原案可決 全会一致
浜田市教職員住宅条例の一部改正 原案可決 全会一致
浜田市立図書館協議会条例の一部改正 原案可決 全会一致
教育施設に係る指定管理者の管理期間
の変更に関する関係条例の整備に関す
る条例の制定

原案可決 全会一致

浜田市健康づくりと地域医療を守り育
てる条例の制定 原案可決 全会一致

ラ・ぺアーレ浜田条例の一部改正 原案可決 全会一致
浜田市放課後児童クラブ条例の一部改正 原案可決 全会一致
浜田市地域集会施設等条例の一部改正 原案可決 全会一致
浜田市農林業関係事業分担金徴収条例の一部改正 原案可決 全会一致
浜田市営土地改良事業に要する経費の
賦課徴収に関する条例の一部改正 原案可決 全会一致

都市公園施設等に係る指定管理者の管
理の期間の変更に関する関係条例の整
備に関する条例の制定

原案可決 全会一致

浜田市簡易水道給水条例の一部改正 原案可決 全会一致
浜田市営住宅条例及び浜田市一般市営
住宅条例の一部改正 原案可決 全会一致

浜田市営地域定住住宅条例の一部改正 原案可決 全会一致
浜田市火災予防条例の一部改正 原案可決 全会一致

【平成24年度当初予算関連】 採決結果 採決状況
一般会計予算 原案可決 全会一致
国民健康保険特別会計予算 原案可決 全会一致
駐車場事業特別会計予算 原案可決 全会一致
公設水産物仲買売場特別会計予算 原案可決 全会一致
国民宿舎事業特別会計予算 原案可決 全会一致
公共下水道事業特別会計予算 原案可決 全会一致
農業集落排水事業特別会計予算 原案可決 全会一致
漁業集落排水事業特別会計予算 原案可決 全会一致
生活排水処理事業特別会計予算 原案可決 全会一致
簡易水道事業特別会計予算 原案可決 全会一致
後期高齢者医療特別会計予算 原案可決 全会一致
水道事業会計予算 原案可決 全会一致
工業用水道事業会計予算 原案可決 全会一致

【平成２３年度補正予算関連】 採決結果 採決状況
一般会計補正予算（第4号） 原案可決 全会一致
国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 原案可決 全会一致
公共下水道事業特別会計補正予算（第２号） 原案可決 全会一致
農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決 全会一致
漁業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決 全会一致
生活排水処理事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決 全会一致
簡易水道事業特別会計補正予算（第２号） 原案可決 全会一致
後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 原案可決 全会一致
水道事業会計補正予算（第1号） 原案可決 全会一致
工業用水道事業会計補正予算（第1号） 原案可決 全会一致

【議会・議員提出議案及び案件】 採決結果 採決状況
こころの健康を守り推進する基本法

（仮称）の制定を求める意見書 原案可決 全会一致

浜田市議会委員会条例の一部改正 原案可決 全会一致
議員の派遣 決　定 全会一致

【一般事件】 採決結果 採決状況
指定管理者の指定（サン・ビレッジ浜田） 原案可決 全会一致
財産の無償譲渡（小国教職員住宅） 原案可決 全会一致
財産の無償譲渡（旧安城保育所） 原案可決 全会一致
財産の無償譲渡（旧今福デイサービスセンター） 原案可決 全会一致
財産の無償譲渡（下谷集会所） 原案可決 全会一致
財産の無償譲渡（上田野原集会所） 原案可決 全会一致
財産の無償譲渡（小熊集会所） 原案可決 全会一致
財産の無償譲渡（山賀集会所） 原案可決 全会一致
財産の無償譲渡（野坂集会所） 原案可決 全会一致
工事請負契約の締結（浜田市立中央図
書館建設に伴う建築主体工事） 原案可決 全会一致

市道路線の廃止・認定 原案可決 全会一致

区 分 請　願　・　陳　情　の　内　容 提　出　者 審査した委員会および
結果・経過等

請　願 島根原発をなくし、再生可能エネルギーへの転換を求
める意見書の提出

原発ゼロをめざす島根の会
代表者　舟木　健治　様　外５名

（総務文教委員会）
不採択

陳　情 市道櫟田原中央線拡幅工事 櫟田原自治会
会　長　三浦　一朋　様　外44名

（産業建設委員会）
採　択

３月定例会　議案などの採決結果

請願・陳情の審査経過および結果　―平成24年３月定例会審査分―

本会議のもようを見学・傍聴する旭町の小学生のみなさん
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当
委
員
会
は
、
今
日
ま
で

10
回
の
特
別
委
員
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

設
置
の
目
的
、
背
景
、
運

営
方
針
な
ど
に
つ
い
て
は
、

平
成
22
年
11
月
１
日
発
行
の

「
市
議
会
だ
よ
り
」
に
掲
載

し
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
以
降

の
活
動
に
つ
い
て
報
告
し
ま

す
。

　

平
成
22
年
10
月
28
日
の
第

４
回
特
別
委
員
会
で
、
平
成

23
年
度
か
ら
５
年
間
の
浜
田

市
行
財
政
改
革
大
綱
（
案
）

に
つ
い
て
、審
議
の
結
果
、公

務
災
害
事
件
の
発
生
を
受
け

て
職
場
環
境
を
改
善
す
る
施

策
が
必
要
と
の
意
見
を
付
し

て
全
会
一
致
で
承
認
を
し
ま

し
た
。
平
成
23
年
１
月
12
日

に
開
催
さ
れ
た
第
５
回
特
別

委
員
会
で
は
、
浜
田
市
行
財

政
改
革
実
施
計
画
の
説
明
を

受
け
、審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

具
体
的
な
改
革
テ
ー
マ
と

し
て
、
業
務
外
部
化
の
推

進
、
総
人
件
費
の
抑
制
、
施

設
運
営
や
事
務
事
業
の
見
直

し
、
自
主
財
源
の
確
保
な

ど
、
全
69
項
目
で
、
５
年
間

の
財
政
効
果
22
億
円
を
見
込

ん
で
お
り
、
同
年
２
月
９
日

に
審
議
の
結
果
、
行
財
政
改

革
推
進
本
部
会
議
で
の
実
施

計
画
を
作
成
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
全
会
一
致
で
承
認
し

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
今
年
３
月
14
日

に
は
第
10
回
の
委
員
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
議
題
は
「
か

な
ぎ
ウ
ェ
ス
タ
ン
ラ
イ
デ
ィ

ン
グ
パ
ー
ク
」
で
、
担
当
課

長
か
ら
、
外
部
評
価
委
員
会

で
当
該
施
設
は
廃
止
と
い
う

結
論
が
出
さ
れ
た
経
過
と
金

城
支
所
長
か
ら
、
詳
細
な
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
対
し
、
委
員
か
ら

は
、
今
後
の
運
営
方
針
、
施

設
の
存
続
・
廃
止
を
含
め
た

検
討
、
そ
し
て
指
名
、
公
募

な
ど
指
定
管
理
者
選
定
方
法

な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
管
理
運

営
の
反
省
に
立
ち
、
早
期
に

結
論
を
出
す
べ
き
と
の
意
見

が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
指
摘
事
項
に
つ
い

て
は
、
今
年
２
月
に
設
置
さ

れ
た
検
討
チ
ー
ム
の
な
か

で
、参
考
意
見
と
し
て
協
議
、

検
討
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

（
美
浦
美
樹　

特
別
委
員
長
）

厳しい指摘をする特別委員会委員

かなぎウェスタンライディングパーク

新たな行財政改革大綱・
実施計画を承認

－ 行財政改革推進特別委員会 －

平
成
24
年
12
月
定
例
会
で
議
員
定
数
を
決
定

︱ 

議
員
定
数
等
議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会 

︱ 
　

現
在
、「
議
会
改
革
全
般
」
と
、
そ
の
一
環
で
あ
る
「
議
員
定
数
の
あ
り
方
」

の
２
項
目
を
柱
と
し
て
、
７
回
の
熱
い
議
論
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、「
議
員
定
数
」
に
関
し
て
の
議
論
は
、
平
成
24
年
12
月
定
例
会
で
、
定

数
条
例
の
改
正
を
目
指
し
て
多
角
的
な
切
り
口
か
ら
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
人
口
・
面
積
・
財
政
力
指
数
等
類
似
し
て
い
る
自
治
体
の
議
員
定
数

と
の
比
較
、予
算
、財
政
的
な
見
地
、
常
任
委
員
会
の
構
成
人
数
か
ら
の
積
み
上
げ

等
、
幅
広
い
調
査
、
議
論
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
検
討
で
決
定
し
た
事
項
と
し
て
は
、「
選
挙
区
を
設
け
ず
全
市
１

区
で
行
う
」「
定
数
の
上
限
は
28
名
と
し
、
そ
れ
以
下
の
人
数
を
検
討
」
と
し
て

い
ま
す
。
今
後
は
、
県
立
大
学
の
識
見
者
と
の
意
見
交
換
会
、
議
会
報
告
会
に
お

け
る
市
民
意
見
の
聴
取
、
８
月
に
予
定
し
て
い
る
「
市
議
会
だ
よ
り
」
に
よ
る
市

民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
よ
り
住
民
の
意
見
も
参
考
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
「
議
会
改
革
」
に
関
し
て
は
、
議
会
基
本
条
例
で
謳
っ
て
い
る
「
政
策
討
論
会
」

の
実
施
手
順
等
に
関
し
て
、
概
ね
規
程
を
整
備
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

（
川
神
裕
司　

特
別
委
員
長
）

特別委員会の動き

議会基本条例に規定する政策提言・政策提案の手法

市政に反映

政策提言・政策提案

多様化する市民の意見

浜田市議会基本条例

議員間の合意形成
市民への説明責任

【自由討議】 【重要案件の意見交換会】
議員相互の討
議の場

議会と市民と
の意見交換の
場

【議会報告会】【政策討論会】
議会活動の公
開と市民の意
見を把握する
場

市政に関する政策
や課題に対し、共
通認識の醸成、合
意形成を行う場

・議案の修正
・付帯決議

合意できない
部分

論点を整理
議会での審議の充実

は議会内部の協議の場
は市民等も入っての意見交換の場
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質
問

津
波
の
安
全
安
心
対

策
と
し
て
、
東
日
本
大
震
災

か
ら
１
年
、
浜
田
市
津
波
防

災
計
画
の
見
直
し
が
さ
れ
て

い
る
が
、
市
民
に
分
か
り
や

す
い
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
作
成
は
。

質
問

浜
田
市
独
自
の
ま
ち

づ
く
り
総
合
交
付
金
事
業
か

ら
１
年
経
過
し
た
が
、
現
状

と
今
後
の
展
望
は
。

答
弁

現
在
22
団
体
が
設
立

さ
れ
、
申
請
率
84
％
で
好
評

で
あ
る
。
今
後
は
、
未
申
請

地
区
に
他
地
区
の
活
動
事
例

な
ど
紹
介
し
て
事
業
を
推
進

し
て
い
く
。

質
問

合
併
に
よ
る
財
政
支

援
措
置
が
、
平
成
27
年
に
終

了
す
る
。
自
主
財
源
を
増
や

す
取
組
は
。

答
弁

浜
田
市
の
自
主
財
源

は
全
体
の
３
分
１
で
厳
し

い
。
普
通
交
付
税
は
平
成
28

年
か
ら
縮
減
方
向
で
、
基
本

的
に
税
収
確
保
が
重
要
と
捉

え
、雇
用
の
拡
大
、企
業
へ
の

支
援
、
農
業
生
産
の
向
上
、

企
業
誘
致
な
ど
経
営
安
定
と

自
主
財
源
確
保
に
取
組
む
。

質
問

来
年
度
か
ら
大
幅
な

保
険
料
の
引
き
上
げ
が
予
想

さ
れ
る
が
現
状
は
ど
う
か
。

答
弁

給
付
費
の
急
激
な
伸

び
で
、
保
険
料
が
か
な
り
高

く
な
る
と
見
込
む
。
住
む
市

町
村
で
保
険
料
が
異
な
る
状

況
で
、
今
後
財
源
構
成
を
見

直
し
、
保
険
者
の
負
担
の
軽

減
等
国
や
島
根
県
に
要
望
し

て
い
く
。

質
問

育
て
支
援
に
つ
い

て
、
浜
田
市
の
待
機
児
童
解

消
に
行
政
と
し
て
保
育
所
へ

の
支
援
策
と
、
更
に
政
府
は

総
合
子
ど
も
園
を
計
画
し
て

い
る
が
、
親
や
現
場
で
は
不

安
や
戸
惑
い
も
あ
る
。
市
長

の
所
見
は
。

質
問

中
山
間
地
の
衰
退
は

林
業
の
崩
壊
が
発
端
と
言

う
。
浜
田
市
の
「
儲
か
る
林

業
」
の
今
後
の
展
望
は
。

質
問

自
治
区
を
結
ぶ
「
20

分
間
構
想
」
の
今
後
の
展
望

は
。

答
弁

20
分
間
構
想
は
、
県

道
改
良
と
し
て
進
め
て
い

る
。
し
か
し
一
部
未
改
良
が

あ
り
、
一
体
感
醸
成
の
た
め

に
も
、
引
き
続
き
県
に
事
業

化
を
急
ぐ
よ
う
要
望
す
る
。

質
問

こ
こ
数
年
前
か
ら
、

公
民
館
は
、
県
や
市
の
支
所

的
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、

従
事
す
る
職
員
の
重
荷
と

な
っ
て
い
な
い
か
。

答
弁

公
民
館
は
、
地
域
の

重
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
場
で
あ
り
、
人
づ
く

り
・
ま
ち
づ
く
り
に
大
き
く

貢
献
し
て
い
る
。
市
民
に
愛

さ
れ
る
公
民
館
を
目
指
す
。

答
弁

浜
田
独
自
の
運
営
費

も
助
成
し
て
い
る
が
、
保
育

所
の
中
途
入
所
希
望
が
多
く

保
育
士
の
確
保
が
課
題
だ
。

　

ま
た
、
全
て
の
こ
ど
も
と

子
育
て
家
庭
を
社
会
全
体
で

支
援
す
る
制
度
で
、
市
と
し

て
本
制
度
に
期
待
し
、
そ
の

環
境
づ
く
り
に
努
め
る
。

答
弁

当
市
は
小
規
模
で
集

約
化
が
進
み
に
く
く
木
材
の

コ
ス
ト
が
高
い
。
高
性
能
林

業
機
械
「
ハ
ー
ベ
ス
タ
」
の

導
入
を
支
援
し
、
笠
松
市
民

の
森
を
軸
に
川
上
か
ら
川
下

ま
で
、
総
合
的
な
流
通
シ
ス

テ
ム
の
効
率
性
や
人
材
養
成

な
ど
、
必
要
な
基
盤
整
備
に

取
組
む
。

質
問

Ｔ
Ｔ
Ｐ
交
渉
は
米
が

危
惧
さ
れ
る
が
、
市
の
農
業

の
将
来
は
ど
う
か
。

答
弁

中
山
間
地
の
農
業
は

交
渉
に
よ
っ
て
は
厳
し
い

状
況
が
予
想
さ
れ
る
。
県
・

市
・
Ｊ
Ａ
・
農
業
者
と
連
携

協
力
し
て
、
生
産
か
ら
販
売

の
体
制
整
備
を
進
め
る
。

答
弁

津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
は
５
月
末
ま
で
に
は
市
内

全
戸
に
配
布
し
た
い
。
海
抜

表
示
板
は
市
内
９
０
０
箇
所

の
設
置
を
予
定
。
３
月
末
ま

で
に
、
４
１
５
箇
所
設
置
す

る
。
非
難
経
路
表
示
に
つ
い

て
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
相

談
す
る
。

新
年
度
方
針

　

各
分
野
別
の
施
策
を
質
す

高性能林業機械「ハーベスタ」

創
新
会牛　

尾　

博　

美

各会派の代表が施政方針と教育方針を問う

会派代表質問
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質
問

大
津
波
を
想
定
し
た

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
充
実
と

避
難
路
確
保
、
市
民
防
災
意

識
の
高
揚
に
つ
い
て
問
う
。

答
弁

洪
水
と
土
砂
災
害
に

つ
い
て
の
防
災
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
は
作
成
し
て
お
り
、

こ
の
度
の
大
震
災
を
踏
ま
え

津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作

成
す
る
。
こ
の
津
波
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
は
５
月
末
に
配
布

し
、
説
明
会
や
防
災
研
修
会

な
ど
を
開
催
し
、
市
民
の
皆

さ
ん
へ
の
周
知
と
防
災
意
識

の
高
揚
に
努
め
て
い
く
。

　

ま
た
、
避
難
所
や
避
難
路

は
、
地
域
の
実
情
把
握
し
て

お
ら
れ
る
皆
さ
ん
と
一
緒
に

決
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
事
が

有
効
で
あ
り
大
切
だ
と
考
え

て
い
る
。

質
問

認
定
農
業
者
へ
の
新

た
な
支
援
策
に
つ
い
て
問

う
。

答
弁

平
成
24
年
度
か
ら
農

業
機
械
や
施
設
等
の
新
規
導

質
問

「
社
会
保
障
と
税
の

一
体
改
革
」
や
震
災
振
興
、

原
発
処
理
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
な
ど
混

迷
す
る
政
治
の
現
状
認
識
を

問
う
。

答
弁

持
続
可
能
な
社
会
を

目
指
す
こ
と
を
掲
げ
ら
れ
、

国
民
の
利
益
と
国
の
未
来
に

重
き
を
置
い
た
も
の
と
し
て

一
定
の
評
価
を
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
震
災
の
振
興
策

や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
な
ど
諸
課
題

が
遅
々
と
し
て
進
ま
ず
、
地

方
が
求
め
る
結
果
に
至
っ
て

い
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

質
問

雇
用
の
安
定
こ
そ
が

社
会
の
基
盤
で
あ
る
。
浜
田

市
に
お
け
る
雇
用
の
現
状
は

ど
う
か
。

答
弁

雇
用
の
安
定
は
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
こ
と
に
直

結
し
て
い
る
。
浜
田
市
の
有

効
求
人
倍
率
は
、
１
．
１
０

倍
で
、
全
国
平
均
０
．
７
１

倍
を
大
き
く
上
回
っ
て
い

る
。
昨
年
、
地
元
に
誘
致
し

た
㈱
デ
ル
タ
Ｃ
＆
Ｓ
を
は
じ

め
、
工
場
等
の
新
増
設
で

２
０
０
名
を
超
え
る
新
規
雇

用
に
結
び
つ
い
て
い
る
。

質
問

農
業
の
再
建
は
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
交
渉
に
関
わ
ら
ず
、
そ

の
強
化
が
問
わ
れ
て
い
る
。

　

浜
田
市
の
代
表
的
な
弥
栄

地
域
の
農
業
の
見
直
し
は
。

答
弁

弥
栄
の
農
業
は
、
農

商
工
連
携
の
６
次
産
業
に
取

組
ま
れ
て
い
る
。
近
年
、
こ

う
し
た
６
次
産
業
化
は
他
の

自
治
区
に
も
拡
大
さ
れ
つ
つ

あ
り
、
有
機
栽
培
や
加
工
品

入
の
更
新
に
対
し
て
助
成
を

行
い
認
定
農
業
者
の
支
援
を

し
て
い
く
。

質
問

林
業
振
興
に
つ
い
て

問
う
。

答
弁

高
性
能
林
業
機
械
の

導
入
に
よ
る
施
業
の
効
率

化
、
森
林
の
集
約
化
、
路
網

の
整
備
を
進
め
Ｉ
Ｔ
の
活
用

に
よ
る
流
通
シ
ス
テ
ム
の
効

率
化
、
人
材
育
成
な
ど
総
合

的
な
取
組
を
考
え
て
い
く
。

質
問

今
後
の
漁
業
構
造
改

革
の
具
体
的
な
取
組
の
支
援

策
に
つ
い
て
問
う
。

答
弁

今
後
の
漁
業
構
造
改

革
の
取
組
の
具
体
的
な
支
援

策
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
沖
合

底
曳
網
漁
船
１
カ
統
に
つ
い

て
、
国
の
事
業
を
活
用
し
、

リ
ッ
シ
プ
等
に
よ
る
収
益
性

改
善
へ
の
取
組
を
行
う
。
残

る
４
ケ
統
に
つ
い
て
も
県
と

連
携
し
国
事
業
と
同
等
程
度

の
支
援
を
順
次
行
い
全
船
存

続
に
向
け
た
取
組
を
進
め
て

い
く
。

質
問

予
防
医
療
体
制
と
本

来
の
医
療
体
制
両
面
に
お
け

る
、
課
題
と
対
策
に
関
し
て

問
う
。

答
弁

予
防
医
療
体
制
と
本

来
の
医
療
体
制
両
面
に
お
け

る
課
題
に
つ
い
て
は
、
検
診

セ
ン
タ
ー
や
麻
酔
科
、
神
経

内
科
、
血
液
内
科
、
小
児
科

な
ど
の
特
定
診
療
科
の
常
勤

医
の
不
在
や
不
足
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
診
療
科
に
お
い

て
は
、
非
常
勤
医
師
等
に
よ

り
対
応
さ
れ
て
い
る
が
、
全

国
的
な
課
題
で
あ
る
の
で
、

臨
床
研
修
医
制
度
の
見
直
し

な
ど
、
医
師
の
診
療
科
偏

在
、
地
域
偏
在
解
消
に
向
け

た
抜
本
的
な
施
策
の
展
開
に

つ
い
て
、
市
長
会
等
を
通
じ

て
国
や
県
へ
の
要
望
活
動
を

継
続
し
て
い
く
。

質
問

図
書
館
整
備
に
お
け

る
地
域
経
済
へ
の
影
響
に
つ

い
て
問
う
。

答
弁

中
央
図
書
館
及
び
三

隅
図
書
館
の
周
辺
整
備
を
含

め
た
事
業
費
が
25
億
円
に
な

り
、
こ
れ
が
一
時
的
な
経
済

的
イ
ン
パ
ク
ト
に
な
る
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
、
建
設

後
、
既
存
の
周
辺
商
業
施
設

に
お
け
る
来
客
数
の
増
加
や

状
況
に
よ
っ
て
は
、
周
辺
へ

の
商
業
施
設
の
新
規
出
店
も

期
待
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
る
。

連
携
と
挑
戦
で
進
め
ら
れ
る

事
業
の
具
体
策
は
！

雇
用
の
安
定
こ
そ
が

　
　
　
　
　
　

社
会
の
基
盤

高性能林業機械「ハ―ベスタ」

医師不足が懸念される浜田医療センター

新規雇用でフル稼働中の㈱デルタＣ＆Ｓ

三隅図書館の完成イメージ

進
風
ク
ラ
ブ

原　

田　

義　

則

市
民
ク
ラ
ブ

新　

田　

勝　

己
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な
ど
の
開
発
で
、
農
家
所
得

の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。

そ
の
他
の
質
問

○
浜
田
・
三
隅
道
路
の
部
分

供
用
開
始
の
影
響

○
合
併
７
年
目
の
検
証

○
産
業
経
済
の
振
興
と
地
場

産
業
の
興
亡

○
林
業
の
開
発

○
水
産
業
の
振
興

○
海
外
友
好
都
市
交
流

○
格
差
社
会
に
お
け
る
教
育

現
場
の
多
様
性

弥栄町木都賀地区の田園風景

のどかな風情が今もなお残る弥栄町

早期の防災対策を！

水産業振興は喫緊の課題

宮城県気仙沼市の被害状況

質
問

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業

等
か
ら
、
津
波
対
応
で
学
ん

だ
こ
と
は
、『
津
波
て
ん
で

ん
こ
』
と
い
う
言
い
伝
え
、

「
と
に
か
く
早
く
、
て
ん
で

ん
ば
ら
ば
ら
に
高
台
へ
逃
げ

ろ
」、
そ
し
て
「
１
日
し
の

げ
れ
ば
何
と
か
な
る
」
と
い

う
経
験
談
だ
っ
た
。
こ
の
視

点
で
、
標
高
の
色
分
け
を
し

た『
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
』

の
作
成
等
が
必
要
で
は
な
い

か
。

質
問

高
齢
化
な
ど
に
よ

り
、
遊
休
農
地
や
耕
作
放
棄

地
が
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る

が
、
農
家
が
人
手
不
足
の
一

方
で
、
定
年
後
の
生
き
が
い

を
求
め
て
お
ら
れ
る
方
々
は

増
加
傾
向
に
あ
る
。
そ
こ
で

一
つ
の
提
案
と
し
て
、
農
家

に
作
れ
な
く
な
っ
た
農
地
を

提
供
し
て
も
ら
い
、
市
が
一

元
管
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、

希
望
者
に
貸
し
出
し
、
誰
で

も
気
軽
に
野
菜
作
り
な
ど
が

で
き
る
環
境
が
で
き
な
い
か

と
思
う
。

　

遊
休
農
地
・
耕
作
放
棄
地

対
策
と
定
年
後
の
生
き
が
い

づ
く
り
に
と
提
案
す
る
が
ど

う
か
。

質
問

高
齢
者
の
孤
立
化
や

家
族
の
絆
の
再
生
を
図
る
と

と
も
に
、
施
設
入
居
を
抑
制

し
、
介
護
保
険
の
コ
ス
ト
軽

減
の
目
的
も
あ
る
３
世
代
同

居
世
帯
を
推
奨
し
、
支
援
す

べ
き
で
な
い
か
。

答
弁

先
進
事
例
を
参
考
に

研
究
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

①
津
波
避
難
マ
ッ
プ
の
策
定

②
地
方
版
Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
企
業
の

社
会
的
責
任
）
の
推
進

③
介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て

④
障
が
い
者
施
策
に
つ
い
て

⑤
財
政
運
営
に
つ
い
て

⑥
学
校
教
育
に
つ
い
て

⑦
学
校
施
設
に
つ
い
て

答
弁

現
在
「
農
地
利
用
集

積
円
滑
化
事
業
」に
お
い
て
、

農
業
参
入
企
業
や
認
定
農
業

者
へ
の
貸
し
付
け
を
行
っ
て

い
る
。

　

提
案
の
よ
う
に
、
定
年
後

の
生
き
が
い
づ
く
り
に
農
地

の
貸
し
出
し
を
希
望
さ
れ
る

方
と
、
遊
休
農
地
を
マ
ッ
チ

ン
グ
で
き
れ
ば
、
地
域
の
活

性
化
、
遊
休
農
地
の
利
用
促

進
を
図
る
う
え
で
、
と
て
も

有
意
義
な
も
の
と
な
る
。
今

後
部
内
で
議
論
し
て
い
き
た

い
。

し
広
く
周
知
す
る
。
ま
た
学

校
等
の
避
難
所
へ
物
資
の
分

散
備
蓄
も
進
め
て
い
く
。

質
問

『
自
治
区
制
度
』
10

年
以
降
の
在
り
方
に
つ
い

て
、
共
通
の
土
俵
を
作
り
、

議
論
を
開
始
す
べ
き
で
は
。

答
弁

「
当
面
10
年
間
」
で

ス
タ
ー
ト
し
た
『
自
治
区
制

度
』
は
、
浜
田
市
に
と
っ
て

最
重
要
政
策
の
一
つ
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
議
員
や
住
民
の

皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
い
た
だ

き
、慎
重
に
検
討
し
た
い
。

質
問

高
齢
者
を
支
え
、
か

つ
子
育
て
を
す
る
世
代
の
就

労
機
会
や
、
浜
田
の
資
源
を

活
か
し
た
起
業
支
援
の
拡
充

が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
弁

就
労
機
会
の
拡
充

は
、
市
の
無
料
職
業
紹
介
所

で
随
時
求
職
情
報
の
提
供
を

行
い
、
起
業
支
援
は
、
創
業

後
の
負
担
緩
和
を
目
的
に
、

県
及
び
日
本
政
策
金
融
公
庫

が
実
施
す
る
総
業
者
向
け
融

資
の
信
用
保
証
料
と
利
息
の

１
年
間
の
補
助
制
度
を
設
け

て
い
る
。

答
弁

『
マ
ッ
プ
』
は
、
標

高
の
高
い
所
へ
着
色
し
、
避

難
時
の
参
考
と
な
る
よ
う
に

し
た
い
。
５
月
末
の
配
布
予

定
で
、
説
明
会
な
ど
も
開
催

い
の
ち
最
優
先
で

津
波
等
の
防
災
対
策
を
！

遊
休
農
地
を
生
き
が
い
対
策
に

活
用
で
き
な
い
か
！

風
江　

角　

敏　

和

公
明
ク
ラ
ブ

佐
々
木　

豊　

治

３
世
代
同
居
世
帯
を

推
奨
し
支
援
を
！
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３ 月 定 例 会
個 人 一 般 質 問

14名の議員が
 市政を問う！

質
問

検
証
結
果
に
よ
る
と

今
日
の
破
た
ん
を
招
い
た
結

果
に
つ
い
て
言
及
が
な
い
が
、

そ
の
責
任
は
。

答
弁

リ
ー
ダ
ー
不
在
や
当

初
計
画
の
甘
さ
、
計
画
判
断

に
誤
り
が
あ
っ
た
と
認
識
し

て
い
る
。

質
問

総
投
資
額
は
、
約

25
億
円
、
市
の
実
質
持
ち
出

し
は
、
約
11
億
円
で
一
度
も

黒
字
が
な
い
。
外
部
評
価
は

廃
止
だ
が
、
存
続
を
模
索
し

て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

答
弁

株
主
や
地
元
の
強
い

要
望
が
あ
り
、
金
城
に
と
っ

て
必
要
不
可
欠
な
施
設
で
あ

り
残
し
た
い
。

質
問

赤
字
垂
れ
流
し
の
施

設
が
、
誰
に
と
っ
て
必
要
な

の
か
。

答
弁

出
資
者
の
金
城
町
の

発
展
に
寄
せ
る
想
い
が
あ
る
。

質
問

当
初
計
画
か
ら
破
た

ん
が
予
測
で
き
、
む
し
ろ
出

資
者
は
被
害
者
で
は
。

質
問

地
産
地
消
推
進
条
例

施
行
後
の
取
組
は
。

答
弁

平
成
22
年
度
に
産
地

強
化
協
議
会
を
立
ち
上
げ
て

お
り
、
具
体
的
に
は
浜
田
市

生
産
拡
大
対
策
出
荷
奨
励
事

業
で
の
手
数
料
補
助
や
地
産

地
消
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

業
で
の
学
校
給
食
へ
の
地
元

特
産
果
樹
の
提
供
、
は
ま
だ

食
の
大
使
、
三
國
清
三
シ
ェ

フ
に
よ
る
味
覚
授
業
、
食
の

セ
ミ
ナ
ー
等
を
実
施
し
て
お

り
、
地
元
木
材
の
利
活
用
も

市
内
全
小
学
校
児
童
の
机
天

板
へ
の
導
入
や
長
浜
小
新
校

舎
で
の
地
元
産
材
使
用
な
ど
、

木
材
利
用
行
動
計
画
の
目
標

に
沿
っ
て
推
進
を
図
っ
て
い

る
。今
後
も
、市
民
へ
の
Ｐ
Ｒ

と
同
時
に
、
関
係
機
関
と
一

体
的
な
取
組
を
強
化
す
る
。

質
問

今
後
の
推
進
体
制
と

推
進
計
画
は
ど
う
か
。

答
弁

体
制
に
つ
い
て
は
、

産
地
強
化
協
議
会
を
中
心
に

食
育
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会

議
や
学
校
関
係
者
等
と
幅
広

く
連
携
を
深
め
て
取
組
む
方

針
で
あ
り
、
24
年
度
に
は
三

國
シ
ェ
フ
と
の
連
携
を
更
に

密
に
し
て
、
地
元
食
材
に
よ

る
レ
シ
ピ
を
考
案
い
た
だ

き
、
市
内
外
に
広
く
Ｐ
Ｒ
し

た
い
。

　

地
元
木
材
の
利
用
促
進
に

も
積
極
的
に
努
め
る
。
今
後

も
、
地
産
地
消
推
進
に
向

け
、「
食
育
」・「
木
育
」
を

通
じ
て
地
域
へ
の
愛
着
を
深

め
る
施
策
の
実
施
に
向
け
、

目
標
を
も
っ
て
計
画
的
に
推

進
す
る
考
え
で
あ
る
。

答
弁

多
額
の
累
積
赤
字

で
、
第
３
セ
ク
タ
ー
は
解
散

し
た
が
、
地
元
自
治
会
か
ら

の
要
望
も
あ
り
、
存
続
の
方

向
で
考
え
て
い
る
。

質
問

ト
ッ
プ
の
決
断
が
重

要
だ
が
、
市
長
の
認
識
は
。

答
弁

こ
の
施
設
は
、
市
の

重
要
な
財
産
で
も
あ
り
、
検

討
チ
ー
ム
で
、
存
続
の
方
向

で
検
討
し
て
い
く
。

質
問

外
部
委
員
を
加
え
、

公
開
の
場
で
廃
止
を
含
め
検

討
す
べ
き
で
は
。

答
弁

ご
指
摘
の
と
お
り
で

あ
る
。

ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
パ
ー
ク

存
続
は
市
民
の
視
点
で
地
産
地
消
の

　
　
　

積
極
的
推
進
を

牛　

尾　
　
　

昭

大　

谷　

弘　

幸

『馬に罪はない』施設内にある厩舎を視察

三國清三シェフによる授業風景
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質
問

障
が
い
者
自
立
支
援

法
改
正
に
つ
い
て
の
評
価
は
。

答
弁

利
用
者
負
担
が
応
能

負
担
に
変
更
さ
れ
、
サ
ー
ビ

ス
が
共
通
の
制
度
で
提
供
さ

れ
、
サ
ー
ビ
ス
が
公
平
に
利

用
で
き
る
。
社
会
参
加
の
機

会
や
就
労
支
援
が
充
実
し
、

就
労
移
行
支
援
事
業
が
強
化

さ
れ
評
価
で
き
る
。

質
問

年
末
年
始
や
土
日
の

対
応
な
ど
、
障
が
い
者
福
祉

サ
ー
ビ
ス
は
。

答
弁

年
末
年
始
・
土
日
の

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
は
10
カ
所
あ
る
が
十
分

で
は
な
い
。
事
業
所
と
連
携

し
、
自
立
支
援
協
議
会
で
利

用
者
の
声
や
要
望
を
把
握
し
、

ニ
ー
ズ
に
応
え
て
行
き
た
い
。

質
問

成
人
聴
覚
障
が
い
者

へ
の
両
耳
の
補
聴
器
交
付
は
。

答
弁

補
聴
器
の
交
付
基
準

は
原
則
１
個
と
さ
れ
て
い
る

が
、取
扱
指
針
で
教
育
上
、

職
業
上
必
要
と
認
め
ら
れ
る

質
問

水
産
業
の
要
「
浜
田

漁
港
」
を
発
展
さ
せ
て
い
く

上
で
ど
の
よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン

を
持
ち
、
何
を
実
行
し
て
い

く
の
か
。

答
弁

ま
ず
は
、
基
幹
産
業

で
あ
る
ま
き
網
、
底
引
き
の

構
造
改
革
を
推
進
す
る
。

　

次
に
、
新
た
に
処
理
能
力

の
高
い
冷
凍
冷
蔵
庫
の
整
備
、

さ
ら
に
老
朽
化
し
た
４
号
市

場
を
水
揚
げ
さ
れ
た
漁
獲
物

を
高
鮮
度
に
保
つ
こ
と
の
で

き
る
高
度
衛
生
管
理
型
荷
捌

所
と
し
て
整
備
す
る
な
ど
、

船
上
、
陸
上
で
の
一
体
的
な

取
組
に
よ
り
安
全
・
安
心
な

良
質
の
水
産
物
が
安
定
的
に

供
給
で
き
る
漁
港
を
目
指
す
。

　

水
産
物
の
販
売
力
の
強
化

の
た
め
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
た
新
商
品
の
開
発
や

ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
い
て
は
調

査
・
研
究
し
て
い
く
。

質
問

雇
用
促
進
住
宅
を
浜

田
市
雇
用
促
進
住
宅
条
例
ど

質
問

当
該
施
設
は
管
理
会

社
で
あ
る
㈱
か
な
ぎ
が
本
年

３
月
末
で
解
散
し
、
４
月
か

ら
新
た
な
管
理
運
営
者
を
求

め
る
と
の
こ
と
だ
が
、
当
該

施
設
の
設
立
か
ら
今
日
に
至

る
ま
で
の
経
緯
は
。

答
弁

平
成
元
年
度
に
地
元

有
志
に
よ
り
構
想
が
も
ち
あ

が
り
、
平
成
４
年
３
月
に
資

本
金
５
千
万
円
で
第
三
セ
ク

タ
ー
を
設
立
。
平
成
７
年

４
月
か
ら
営
業
を
開
始
し

た
が
、
営
業
開
始
ま
で
に

９
千
６
百
万
円
の
累
積
赤
字

を
計
上
し
、
そ
の
後
も
赤
字

額
の
増
加
が
続
き
、
平
成
22

年
度
末
に
は
約
４
億
２
千
万

円
と
な
っ
た
。
行
政
は
、
資

産
の
買
い
取
り
や
管
理
委
託

等
で
営
業
支
援
を
実
施
し
て

き
た
が
、
経
営
健
全
化
が
見

込
め
な
い
と
の
こ
と
か
ら
、

臨
時
株
主
総
会
に
お
い
て
法

人
の
解
散
が
決
定
し
た
。
ま

た
、
現
時
点
で
４
月
以
降
の

管
理
者
は
決
定
し
て
い
な
い
。

質
問

観
光
面
で
は
厳
し
い

状
況
で
あ
っ
た
が
、
教
育
や

福
祉
面
で
の
貢
献
度
は
高
い

と
感
じ
て
い
る
。
こ
う
い
う

面
で
の
活
用
の
考
え
は
無
い

の
か
。
ま
た
、
４
月
以
降
の

管
理
は
ど
う
す
る
の
か
。

答
弁

本
庁
の
次
長
級
や
金

城
支
所
長
等
で
組
織
す
る
検

討
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
当

該
施
設
の
有
効
利
用
を
図
っ

て
い
く
た
め
に
、
教
育
や
福

祉
等
あ
ら
ゆ
る
面
で
の
活
用

策
を
検
討
す
る
。
施
設
の
管

理
に
つ
い
て
は
、
当
面
、
市

で
管
理
す
る
。

お
り
に
運
営
す
る
と
、
家
賃

体
系
が
変
わ
る
こ
と
に
な
る

住
民
が
多
く
い
る
が
、
そ
の

対
処
策
は
。

答
弁

住
民
に
は
家
賃
は
そ

の
ま
ま
引
き
継
ぐ
こ
と
を
、

市
が
雇
用
促
進
住
宅
を
購
入

す
る
時
に
説
明
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ

た
理
由
は
期
間
と
家
賃
の
関

係
に
つ
い
て
条
例
附
則
で
規

定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら

だ
と
認
識
し
て
い
る
。

　

条
例
規
則
と
実
体
の
齟
齬

に
つ
い
て
は
、
早
急
に
対
処

し
て
い
く
。

場
合
は
２
個
交
付
し
て
い
る
。

質
問

ト
ラ
ッ
ク
を
改
装
し

た
石
見
神
楽
キ
ャ
ラ
バ
ン

カ
ー
の
整
備
は
。

答
弁

石
見
神
楽
を
Ｐ
Ｒ
す

る
一
手
段
と
し
て
ユ
ニ
ー
ク

な
手
法
の
提
案
で
は
あ
る

が
、
課
題
も
あ
り
研
究
し
た

い
。

質
問

神
楽
の
ス
ト
ー
リ
ー

や
口
上
の
字
幕
ス
ー
パ
ー
の

作
成
は
。

答
弁

口
上
は
石
見
神
楽
台

本
で
ス
ト
ー
リ
ー
は
印
刷
物

で
分
か
る
よ
う
に
し
、
こ
れ

ら
を
セ
ッ
ト
で
提
供
で
き
る

仕
組
み
を
研
究
し
た
い
。

障
が
い
福
祉
の
向
上
を
～

石
見
神
楽
の
新
た
な
展
開
水
産
業
の
要
「
浜
田
漁
港
」

を
魅
力
あ
る
港
に
！
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
パ
ー
ク
の

活
用
策
は
？

芦　

谷　

英　

夫

笹　

田　
　
　

卓

平　

石　
　
　

誠

石見神楽　～ひびく八調子の鼓動～

『魅力ある浜田漁港に！』

全国障害者馬術大会で賑わうライディングパーク
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質
問

多
く
の
公
園
が
あ
る

が
、
公
園
が
増
え
れ
ば
み
ん

な
が
幸
福
に
な
る
だ
ろ
う
と

い
う
発
想
で
あ
る
。震
災
後
、

特
に
新
し
い
も
の
を
作
る
よ

り
も
「
使
わ
れ
方
」
を
考
え

る
こ
と
の
大
切
さ
に
気
づ
い

た
。
今
あ
る
も
の
を
「
使
い

こ
な
す
」、
そ
う
す
れ
ば
新

し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

が
で
き
、
信
頼
で
き
る
人
間

関
係
を
地
域
に
生
み
出
す
こ

と
も
で
き
る
。
公
園
の
数
、

清
掃
や
管
理
、使
わ
れ
方
は
。

答
弁

１
２
３
の
公
園
や
広

場
が
あ
り
、
清
掃
は
業
者
や

町
内
会
、
自
治
会
に
お
願
い

し
て
い
る
。
遊
具
の
不
備
は

使
用
中
止
や
修
繕
し
て
お
り
、

定
期
的
に
点
検
を
行
っ
て
い

る
。
目
的
別
に
活
用
さ
れ
て

い
る
と
思
う
が
、
最
近
で
は

高
齢
者
を
中
心
に
、
ゲ
ー
ト

･

ボ
ー
ル
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
等
に
も
多
く
利
用
さ

れ
、
健
康
増
進
や
コ
ミ
ュ
ニ

質
問

ブ
ー
タ
ン
王
国
と
再

交
流
が
始
ま
り
、
絶
好
の

チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。
是
非
と

も
世
界
で
注
目
し
て
い
る
幸

福
度
の
共
有
を
図
り
、
浜
田

の
〝
ブ
ラ
ン
ド
〟
と
し
て
全

国
へ
発
信
し
て
は
ど
う
か
。

答
弁

世
界
的
に
注
目
さ
れ

て
い
る
が
、
国
民
性
の
違
い

も
あ
り
、慎
重
に
検
討
す
る
。

質
問

子
ど
も
た
ち
に
、
夢

を
持
っ
て
浜
田
市
に
就
職
し

て
も
ら
い
た
い
。
企
業
と
連

携
し
て
地
元
の
良
さ
を
子
ど

も
た
ち
に
促
し
、
併
せ
て
企

業
評
価
の
強
化
で
相
乗
効
果

拡
大
を
図
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
。

答
弁

今
一
度
企
業
と
連
携

し
て
の
地
域
活
性
化
に
つ
い

て
研
究
し
、
取
組
の
強
化
を

図
り
た
い
。

質
問

地
域
の
交
通
弱
者
が

次
々
と
犠
牲
と
な
っ
て
い
る
。

よ
り
積
極
的
な
関
係
機
関
へ

の
働
き
か
け
を
望
む
が
ど
う

質
問

米
軍
機
の
低
空
飛
行

件
数
に
つ
い
て
問
う
。

答
弁

06
年
23
件
、
07
年

40
件
、
08
年
33
件
、
09
年

27
件
、
10
年
51
件
、
11
年

１
２
２
件
で
あ
る
。

質
問

超
低
空
飛
行
の
実
態

と
市
の
対
応
を
問
う
。

答
弁

５
件
中
、
特
に
騒
音

が
激
し
か
っ
た
２
件
に
つ
い

て
次
の
と
お
り
対
応
し
た
。

　

09
年
６
月
の
弥
栄
小
学
校

上
空
で
の
低
空
飛
行
で
は
、

県
に
報
告
す
る
と
同
時
に
事

実
確
認
を
お
願
い
し
、
米
軍

岩
国
基
地
か
ら
は
、「
適
正
な

速
度
と
高
度
で
あ
り
、
結
果

的
に
住
民
に
不
都
合
が
あ
っ

た
と
す
れ
ば
遺
憾
で
あ
る
」

と
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。

　

昨
年
９
月
の
佐
野
小
学
校

上
空
で
の
飛
行
で
は
、
岩
国

基
地
や
米
大
使
館
宛
に
低
空

飛
行
中
止
の
要
請
文
を
初
め

て
市
長
名
で
送
付
し
た
。

質
問

今
後
の
対
応
と
し

て
、
以
下
、
３
点
に
つ
い
て

問
う
。

①　

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
騒

音
レ
ベ
ル
の
基
準
は
、
市
街

地
で
は
も
っ
と
下
げ
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

②　

ビ
デ
オ
や
写
真
撮
影
も

検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

③　

祝
日
の
低
空
飛
行
に
も

対
応
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁

①　

検
討
す
る
。
５

市
町
で
構
成
す
る
対
策
連
絡

会
で
も
協
議
し
た
い
。

②　

写
真
等
で
高
度
を
推
定

す
る
事
例
も
あ
る
の
で
、
検

討
す
る
。

③　

県
と
協
議
し
た
い
。

か
。

答
弁

承
知
し
て
い
る
。
地

元
住
民
の
意
見
を
十
二
分
に

尊
重
し
、
働
き
か
け
た
い
。

質
問

回
復
期
治
療
が
な
さ

れ
な
い
ま
ま
の
即
刻
退
院
が

常
態
化
し
、
市
民
の
不
安
が

増
し
て
い
る
。
圏
域
の
リ
ハ

ビ
リ
治
療
施
策
が
極
め
て
貧

弱
と
認
識
す
る
が
ど
う
か
。

答
弁

県
西
部
に
は
少
な

く
、
市
で
は
１
カ
所
の
み
の

状
況
で
あ
る
。
人
材
確
保
な

ど
対
策
を
急
い
で
い
る
。

質
問

地
域
活
性
に
向
け

『
街
コ
ン
』に
取
組
ま
れ
た
い
。

答
弁

難
し
い
が
検
討
す

る
。

テ
ィ
づ
く
り
に
役
立
っ
て
い

る
。

質
問

婚
活
を
公
園
で
す
る

「
ス
ポ
ー
ツ
婚
」
の
考
え
や
、

健
康
遊
具
の
設
置
は
ど
う
か
。

答
弁

既
存
の
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
や
旭
で
の
「
雪
合
戦

大
会
」、
広
域
の
主
要
イ
ベ

ン
ト
な
ど
と
組
み
合
わ
せ

て
、
開
催
し
て
い
き
た
い
。

健
康
遊
具
の
設
置
も
検
討
し

て
い
く
。

質
問

高
齢
化
社
会
で
ヘ
ル

ス
ケ
ア
産
業
の
企
業
誘
致
を
。

答
弁

ニ
ー
ズ
を
調
査
研
究

し
、
誘
致
を
働
き
か
け
る
。

そ
の
他
の
質
問

○
来
浜
者
の
顧
客
満
足
度

○
頻
発
す
る
交
通
死
亡
事
故

元
気
で
す
か
、
幸
せ
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
健
康
夢
と
希
望
に
輝
く

浜
田
の
ま
ち
づ
く
り
を
米
軍
機
の
低
空
飛
行
に

毅
然
と
対
応
を

布　

施　

賢　

司

道　

下　

文　

男

西　

村　
　
　

健

整備が施された公園遊具

ブータン王国の風景

2011 年 9月 13 日
旭町上空を低空飛行するホーネット
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質
問

簡
易
水
道
と
上
水
道

が
、
平
成
28
年
度
に
統
合
さ

れ
る
が
、
統
合
後
の
水
道
料

金
は
。

答
弁

平
成
22
年
度
の
決
算

時
点
で
、
統
合
で
発
生
す
る

必
要
額
の
み
の
ア
ッ
プ
率

は
、
浜
田
自
治
区
が
50
％
、

三
隅
自
治
区
が
55
％
、
金
額

に
す
る
と
自
治
区
間
の
格
差

も
あ
る
が
、
統
合
後
の
統
一

単
価
は
、
３
９
０
０
円
に
な

る
。
現
在
、
浜
田
自
治
区
が

２
５
９
９
円
、
三
隅
自
治
区

が
２
７
９
９
円
で
あ
り
、
金

城
自
治
区
、
旭
自
治
区
、
弥

栄
自
治
区
は
、
い
ず
れ
も

３
９
０
６
円
で
あ
る
。

質
問

23
年
４
月
か
ら
下
水

道
使
用
料
金
が
、
従
来
の
人

頭
制
か
ら
従
量
制
に
移
行
し

た
結
果
、
水
道
料
金
よ
り
下

水
道
料
金
が
高
い
自
治
区
が

あ
る
こ
と
を
認
識
さ
れ
て
い

る
か
。

答
弁

２
カ
月
で
40
㎥
使
用

し
た
と
す
る
と
、
浜
田
自
治

区
が
５
７
６
円
、
三
隅
自
治

区
が
１
７
７
円
ほ
ど
高
く
、

金
城
・
旭
・
弥
栄
の
各
自
治

区
は
、
２
０
３
７
円
と
安
く

な
っ
て
い
る
。

質
問

使
用
料
を
人
頭
制
か

ら
従
量
制
に
移
行
の
際
、
地

域
説
明
会
で
家
庭
菜
園
等
に

使
用
す
る
水
道
水
に
は
、
別

メ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る
と
の

説
明
で
あ
っ
た
が
現
状
は
ど

う
か
。

答
弁

メ
ー
タ
ー
の
貸
与

は
、三
隅
自
治
区
で
７
件
、弥

栄
自
治
区
で
４
件
で
あ
る
。

　

今
後
、
貸
与
に
つ
い
て

は
、
個
々
に
相
談
・
協
議

し
、
対
応
す
る
。

上
下
水
道
行
政
を
質
す
！

田　

畑　

敬　

二
三保三隅浄化センター

質
問

24
年
度
新
学
習
指
導

要
領
の
必
修
化
の
柔
道
に
つ

い
て
、
安
全
面
が
取
沙
汰
さ

れ
て
い
る
が
、
実
施
に
あ
た

り
そ
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁

以
前
の
取
組
か
ら
、

指
導
方
法
、
経
験
が
蓄
積
さ

れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
が
、

よ
り
研
修
を
重
ね
、
指
導
力

の
向
上
を
図
り
、
ま
た
外
部

講
師
や
Ｔ
・
Ｔ
授
業
を
利
用

し
な
が
ら
安
全
面
に
留
意
し

た
い
。

質
問

地
域
を
担
う
次
世
代

の
子
供
た
ち
へ
の
定
住
に
向

け
た
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁

義
務
教
育
の
段
階
で

は
、
ふ
る
さ
と
の
素
晴
ら
し

さ
を
伝
え
、
ふ
る
さ
と
を
支

え
る
若
者
の
力
が
必
要
で
あ

る
こ
と
を
伝
え
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

ま
た
、
修
学
時
か
ら
キ
ャ
リ

ア
教
育
や
人
材
育
成
を
積
極

的
に
推
進
す
る
た
め
に
、
産

業
振
興
機
構
を
中
心
に
、
今

ま
で
以
上
に
関
係
機
関
と
連

携
を
密
に
図
り
、
産
官
学
地

の
総
合
的
な
調
整
機
能
が
果

た
せ
る
よ
う
定
住
化
に
向
け

努
力
す
る
。

質
問

住
民
に
分
か
り
易
い

き
め
細
や
か
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
が
提
供
で
き
る
仕
組
み
の

構
築
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁

マ
ニ
ュ
ア
ル
や
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
等
を
作
成
、
よ
り

充
実
さ
せ
説
明
や
情
報
提
供

の
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

○
自
己
中
心
的
で
理
不
尽
な

要
求
に
対
す
る
対
応
と
対

策 (

ク
レ
イ
マ
ー
と
モ
ン

ス
タ
ー
ペ
ア
レ
ン
ト)

ふ
る
さ
と
を
支
え
る
力

若
者
の
定
住
対
策
を
！

岡　

本　

正　

友

質
問

館
長
選
出
へ
の
実
施

状
況
と
館
長
の
決
定
は
。

答
弁

広
く
全
国
か
ら
公
募

し
、
18
名
の
応
募
の
う
ち
16

名
が
受
験
、
合
格
者
４
名
で

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
、
個
人
面
接
に
４
名
の
外

部
委
員
も
加
わ
る
な
か
で
、

厳
正
に
審
査
し
た
結
果
、
１

名
の
館
長
を
決
定
し
た
。

質
問

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
（
参

考
・
参
照
）
業
務
に
対
応
す

る
た
め
に
も
、
司
書
有
資
格

者
が
大
事
だ
が
、
図
書
館
ス

タ
ッ
フ
配
置
の
考
え
は
。

答
弁

具
体
的
に
は
、
今
後

館
長
候
補
者
を
交
え
検
討
す

る
が
、
日
中
９
名
程
度
、
夜

間
５
名
程
度
で
の
運
営
が
可

能
と
な
る
よ
う
調
整
す
る
。

質
問

学
校
図
書
館
、
地
域

図
書
館
と
の
連
携
へ
の
環
境

整
備
は
ど
う
か
。

答
弁

学
校
図
書
館
に
対
す

る
支
援
は
、
特
に
図
書
館
か

ら
遠
距
離
の
小
中
学
校
に

は
、
県
寄
託
団
体
貸
出
用
図

書
を
最
寄
り
の
地
域
図
書
館

へ
搬
送
す
る
取
組
を
行
う
。

質
問

障
が
い
を
持
っ
た
方

へ
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
態
勢
は
。

答
弁

車
い
す
・
点
字
ブ

ロ
ッ
ク
・
多
機
能
ト
イ
レ
を

設
置
し
、
デ
イ
ジ
ー
図
書
の

閲
覧
サ
ー
ビ
ス
や
専
用
プ

レ
ー
ヤ
ー
の
館
内
貸
出
し
も

予
定
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

○
地
域
医
療
を
守
る
国
保
診

療
所
連
合
体
の
体
制

明
年
５
月
完
成
予
定
の

新
図
書
館
の
運
営
は

三　

浦　

美　

穂旧医療センター跡地に建設予定の
新図書館（浜田市立中央図書館）のイメージ
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質
問

全
国
的
に
「
自
治
基

本
条
例
」
の
策
定
が
進
ん
で

い
る
。
当
市
と
し
て
、
条
例

に
お
け
る
最
高
規
範
と
さ
れ

る
「
自
治
基
本
条
例
」
の
策

定
の
意
義
と
課
題
は
何
か
。

答
弁

当
市
と
し
て
も
「
協

働
」
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
の
条
例
制
定
は
有

効
と
考
え
る
。
た
だ
し
全
国

の
自
治
体
で
抱
え
る
「
条
例

制
定
後
も
住
民
機
運
が
高
ま

ら
な
い
」
等
の
課
題
を
参
考

に
、
住
民
に
分
か
り
や
す
い

条
例
制
定
に
向
け
意
見
を
聞

き
た
い
。

質
問

先
般
、
大
阪
維
新
の

会
・
橋
下
徹
氏
が
大
阪
市
長

に
当
選
し
、
全
国
の
自
治
体

に
強
烈
な
改
革
の
風
を
吹
か

せ
た
。
今
後
、
公
務
員
制
度

改
革
の
波
紋
が
広
が
る
予
感

を
感
じ
る
が
、
当
市
の
公
務

員
改
革
に
対
す
る
市
長
の
所

見
を
聞
き
た
い
。

答
弁

「
市
民
目
線
に
立
っ

　

中
山
間
地
で
は
農
業
振
興

に
併
せ
、
森
林
資
源
の
有
効

活
用
と
森
林
整
備
は
地
域
の

活
性
化
に
欠
か
せ
な
い
。

質
問

「
笠
松
市
民
の
森
」

を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
施
業
の
機

械
化
を
検
証
す
る
と
さ
れ
て

い
る
が
、そ
の
実
施
内
容
は
。

答
弁

森
林
経
営
計
画
を
策

定
し
、
作
業
路
網
の
整
備
や

利
用
間
伐
を
行
う
な
か
で
、

ハ
―
ベ
ス
タ
に
よ
る
施
業
の

効
率
化
を
検
証
す
る
。

質
問

平
成
23
年
度
末
ま
で

と
な
っ
て
い
る
「
浜
田
市
林

業
活
性
化
事
業
補
助
金
」
制

度
の
継
続
を
要
請
し
て
い
た

が
、新
年
度
か
ら
の
方
針
は
。

答
弁

過
去
の
事
業
実
績
か

ら
も
有
効
な
事
業
で
あ
り
、

民
有
林
整
備
に
必
要
な
事
業

と
認
識
し
て
お
り
、
平
成
26

年
度
ま
で
継
続
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

質
問

林
地
残
材
の
バ
イ
オ

マ
ス
利
活
用
事
業
の
支
援
策

質
問

総
合
振
興
計
画
後
期

基
本
計
画
に
お
け
る
観
光

振
興
の
戦
略
的
な
取
組
は
。

答
弁

「
神
々
の
国
し
ま
ね

古
事
記
編
纂
１
３
０
０
年
」

大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

一
環
と
し
て
「
石
見
の
夜
神

楽
出
張
上
演
事
業
」
な
ど
を

開
催
し
、
宿
泊
観
光
客
の
誘

致
を
図
る
。
ま
た
、
山
海
の

豊
か
な
自
然
や
こ
の
地
域
に

根
付
く
文
化
・
伝
統
芸
能
を

体
感
で
き
る
着
地
型
観
光
ツ

ア
ー
の
造
成
や
小
学
生
を
対

象
と
し
た
子
ど
も
農
山
漁
村

交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
受
け

入
れ
に
積
極
的
に
取
組
む
。

質
問

事
業
実
施
の
主
体
と

な
る
観
光
協
会
や
民
間
の
連

携
の
あ
り
方
と
、
組
織
改
革

の
必
要
性
は
。

答
弁

旅
行
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

が
催
行
す
る
ツ
ア
ー
の
バ
ス

代
の
一
部
を
助
成
す
る
「
着

地
型
観
光
ウ
ェ
ル
カ
ム
事

業
」
を
実
施
し
、
こ
れ
に
よ

り
、
浜
田
市
観
光
協
会
に
広

報
営
業
活
動
の
専
任
職
員
を

配
置
し
、
県
外
へ
の
誘
致
活

動
を
強
化
す
る
。
ま
た
、
自

然
体
験
活
動
の
受
け
入
れ
を

実
践
し
て
い
る
浜
田
市
ツ
ー

リ
ズ
ム
協
議
会
な
ど
、
各
組

織
の
得
意
と
す
る
分
野
を
活

か
し
た
幅
広
い
着
地
型
観
光

ツ
ア
ー
を
展
開
す
る
た
め
、

市
と
し
て
も
事
業
連
携
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
、
官
民

が
一
体
と
な
っ
た
受
入
体
制

づ
く
り
に
取
組
む
。

は
。

答
弁

里
山
の
復
活
を
目
指

し
て
、
平
成
24
年
度
か
ら
林

地
残
材
搬
出
に
必
要
な
路
網

開
設
を
助
成
、
間
伐
材
を
は

じ
め
、
広
葉
樹
や
ナ
ラ
枯

れ
、
松
枯
れ
の
被
害
木
等
の

林
地
残
材
に
つ
い
て
１
ト
ン

あ
た
り
３
千
円
の
助
成
を
平

成
26
年
度
ま
で
行
う
こ
と
と

し
た
。

質
問

ナ
ラ
枯
れ
対
策
で
、

面
的
伐
採
の
一
層
の
推
進
を
。

答
弁

県
に
対
し
事
業
の
継

続
と
拡
充
を
求
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

○
地
籍
調
査

た
市
政
運
営
」
を
基
本
に
、

昨
年
４
月
に
決
定
さ
れ
た

「
国
家
公
務
員
制
度
改
革
基

本
法
に
基
づ
く
改
革
の
全
体

像
」
や
大
阪
市
の
「
職
員
基

本
条
例
案
」
等
の
取
組
を
勘

案
し
な
が
ら
公
民
改
革
を
進

め
て
い
き
た
い
。

質
問

公
務
員
の
危
機
管
理

意
識
改
革
は
極
め
て
重
要
で

あ
る
。
単
純
ミ
ス
の
連
発
は

危
機
管
理
意
識
の
欠
落
だ

が
、
今
後
の
改
善
策
は
。

答
弁

日
常
的
な
職
場
内
研

修
に
重
点
を
置
き
、
職
員
の

意
識
改
革
を
進
め
る
効
果
的

な
研
修
を
実
施
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

○
港
湾
活
用
新
戦
略
な
ど

「
ま
ち
づ
く
り
」
の
た
め
の

制
度
充
実
を
！
森
林
の
整
備
に

　
　
　
　

行
政
支
援
を

地
域
資
源
を
活
か
し
た

観
光
の
振
興
を

川　

神　

裕　

司

美　

浦　

美　

樹

西　

田　

清　

久

上：間伐材搬出の様子　下：笠松市民の森（弥栄町）

大分県竹田市「ひなのおもてなし」
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あ
の
大
震
災
か
ら
１
年

経
っ
た
３
月
11
日
に
全
国
各

地
に
お
い
て
、
被
災
時
刻
の

午
後
２
時
46
分
に
、
黙
祷
が

行
わ
れ
ま
し
た
。「
始
め
」
の

合
図
に
、
全
て
の
会
話
や
作

業
が
止
ま
り
、
静
寂
が
辺
り

を
包
み
厳
粛
の
な
か
に
多
く

の
日
本
人
の
祈
り
が
結
集
さ

れ
、
哀
悼
と
防
災
へ
の
誓
い

が
な
さ
れ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。
い
つ
し
か
日
本
史
の
年

表
に
、
こ
の
平
成
が
大
災
害

の
時
代
と
し
て
刻
ま
れ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
大
自
然
の
脅

威
に
、
日
本
の
再
生
と
防
災

へ
の
挑
戦
が
始
ま
り
ま
す
。

日
本
人
の
誇
り
と
勇
気
と
絆

の
結
束
力
に
よ
り
、
一
日
も

早
い
復
旧
を
念
願
す
る
も
の

で
す
。　
（
記　

岡
本
正
友
）

【
編
集
委
員
】

田
畑　

敬
二　

委
員
長

岡
本　

正
友　

副
委
員
長

笹
田　
　

卓　

委
員

布
施　

賢
司　

委
員

佐
々
木
豊
治　

委
員

西
田　

清
久　

委
員

三
浦　

保
法　

委
員

山
田　

義
喜　

委
員

牛
尾　
　

昭　

委
員

美
浦　

美
樹　

委
員

・私は、初めて市議場に入ったとき、テレビとかで観たことある場所が目の前にあって「すごくキレイ」と思いました。しか
も、本当に使っている席とかに座らせていただいたので、すごくうれしかったです。

・私も、いつか会議をしているところ、傍聴席にすわって見てみたいです。それで早く選挙してみたいと思いました。
・ぼくは、最初議会の中に入る前、もうちょっと小さいところだと思っていました。しかし入るととても大きくてきれいな場

所でした。市議会に行って分かったことは、市議会議員が28人いたことです。ぼくは傍聴席にも行ってみたいです。傍聴席
には、簡単な手続きで入れるらしいので機会があれば入ってみたいです。

・私は、見学をして将来、議員になりたいなあと思いました。すごくおもしろそうだったし、市民の意見をまとめるのはすご
いと思ったからです。議員の人は、今女性が一人だと聞いたので、私もなってみたいなあと思いました。最初は、議会とか
はあまり興味がありませんでした。でも見学に行って実際に見てみると将来議員になりたいなあと思いました。浜田市を
もっといい市にしたいです。

・市議会の説明を聞いている間、ぼくは緊張して手足がかたまってしまい、質問タイムの時も、緊張して手を挙げられません
でした。ぼくは、議場に来ることはないかもしれないけど、がんばって勉強して市議会議員になりたいです。

・私は、今まで市議会はいつも何をしているとか、どういう人たちが集まって話しているのかなど分からなかったです。でも
今日の学習で、何をしているとか、どのような人がいるなども分かってよかったです。私も、早く20才以上になって投票
してみたいと思います。

・一番心に残っているのは、仮議長というのがあるということです。ぼくは以前から議長も副議長も都合が悪くなるとどうな
るのかな？と疑問に思っていました。今回の学習で知ることができて本当に良かったです。

・一番心に残っているのは、市議会はどのような仕事をしているのかです。ぼくは今日の市議会見学で、議会事務局の人の質
問への答えで全く分からなかったことが説明できるまで理解することができました。初めて入った議場は、非常に静かで議
長をやらせていただいた時は、とても緊張しました。市議会の雰囲気が少しだけ分かった気がします。何もかもが貴重な体
験で、また何もかも初めての体験でした。貴重なお時間ありがとうございました。

・今日の市議会見学で、議員に定年がないのにおどろきました。今までは職員と同じように定年があると思っていたからで
す。議員の苦労もよく分かって、浜田市の仕事についても、何をやっているのかよく分かりました。

２月８日㈬に浜田市立三階小学校の６年生が、２月１０日㈮には、
浜田市立長浜小学校の６年生が、市議会の議場で「議会のしくみ」を学習しました。
児童の感想文のなかから一部を下記のとおり、ご紹介します。

　浜田市議会では、今年から議会報告会を開催いたします。
議員２７名全員が４班に分かれて右表のとおり、１０の地区に分
けて、各地区にある公民館などを会場として開催する予定で
す。
　議会報告会のなかでは、市民の皆様に、先に行われた３月
市議会定例会の議案審査の状況等を中心にお知らせします。
　また、昨年１２月の定例会で特別委員会を設置し、調査・検
討しております、我々議員の定数についても、その検討内容
を報告するとともに、市民の皆様から、ご意見などいただき
ながら、今後の議会活動の取組に活かしていきたいと考えて
います。
　市民の皆様は右表のどの会場に行かれても結構ですので、
ご来場を議員一同、心よりお待ちしております。

開催日 開催時間 地区（地域） 開催会場

５/14㈪
19：00 ～ 20：30 長　浜 長浜公民館
19：00 ～ 20：30 金　城 みどり会館

５/15㈫
19：00 ～ 20：30 周布・大麻 周布公民館
19：00 ～ 20：30 三　隅 三隅公民館

５/16㈬
19：00 ～ 20：30 浜　田 浜田公民館
19：00 ～ 20：30 旭 旭センター

５/17㈭
19：00 ～ 20：30 国　府 国府公民館
19：00 ～ 20：30 石　見 石見公民館

５/18㈮
19：00 ～ 20：30 美　川 美川公民館
19：00 ～ 20：30 弥　栄 弥栄会館

☆市議会議場で学習した児童たちの感想文から（一部抜粋）☆

三階小学校と長浜小学校の６年生が議場で議会のしくみなどを学習

―議員が３月定例会の審査経過など報告―
市内の各地域で議会報告会を開催します

議会報告会の開催日時と会場


